
令和４年度　いわた高校生まちづくり研究所提案一覧

研究テーマ：「ここから始まるサステナブルなまちづくり」

チーム名高校名 提案内容

①まもるーむ
　交流センターで地域の高齢者が託児することで、親の負担軽減だけでなく、多
世代の交流や地域でこどもを見守り育てるきっかけになる

②イベントむCOW
　市内で実施する講座や講演会の会場で託児サービスを実施することで、学びも
子育ても応援できる。
　さらに、地域の中学生・高校生が託児に参加することで保育の仕事にも興味を
もつきっかけになり保育士の人材不足解消にもつながる

③子育て情報発信
　子育て情報誌「わわわ」のデジタル化、高齢者や高校生が記事を作成、モデル
で参加しSNSでPR活動をしてもらうなど情報発信の強化をする。

①投票ゴミ箱を設置
　投票できるゴミ箱を設置し、ポイ捨てに対する意識を向上する。また、ごみ分
別アプリにゴミ箱の設置場所を検索できる機能を追加し利便性の向上をはかる。
　常設が難しければ、イベント開催時のみ設置する。

②学生清掃活動（磐田ゴミ拾い部）
　市内の高校生がゴミ拾いを行い、拾ったゴミをSNSで掲載する。清掃活動の波
が広がり、各高校で取り組むことで広範囲が綺麗になる。
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①スポーツをすることでポイントを与える
　運動施設の利用、スポーツイベントに参加やジョギングなどによる運動をして
心拍数を基にしてポイントを獲得し商品券やクーポンに交換

①お泊りde防災訓練
　若い世代の地域活動への参加を増やすために、スタンプラリーやクイズ、防災
食調理などを盛り込んだ楽しく参加できる防災訓練を実施する。中高生が中心に
活動し、防災への関心意欲を向上する。

①耕作放棄地を利用して市民農園をつくる
　農業高校の生徒が企画・運営を行う。
　・多くの市民が参加するように育て方教室を開催し、育て方の基本や農業の
　　楽しさ、厳しさを伝える
　・道具は用意して貸し出す
　・農業高校の生徒がアドバイザーになる
→農業就業者増加、耕作放棄地の解消、地産地消の促進につながる

①誰にでも使いやすい「移動方法案内アプリ」がほしい
　公共交通機関が整備されていても利用方法が分かりやすく表示されていないと
利用はできないので、乗車場所や目的地の景色が画像で見れたりするアプリがほ
しい
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